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ヨコハマトリエンナーレ2017 閉幕

2017年8月4日(金）に開幕したヨコハマトリエンナーレ2017「島と星座とガラパゴス」は、11月5日（日）に
閉幕しました。約26万人のお客様にご来場いただきました。

以下、来場者数(速報値）を発表するとともに、ディレクターズより皆様のご来場とご協力に対し御礼
申し上げます。

来場者数（速報値）

259,032人 （有料会場３会場：250,025人、ヨコハマラウンド等関連プログラム：9,007人）

閉幕のご挨拶

ヨコハマトリエンナーレ2017は、約３カ月間の会期を経て、11月5日（日）に無事閉幕いたしました。ご来場いただい

た皆様に心より御礼申し上げます。

国際展が林立する時代において、今回のヨコハマトリエンナーレ2017では、「島と星座とガラパゴス」というタイトルの

もと、「接続」と「孤立」をテーマに展覧会を構成しました。私たちを取り巻く社会や人間のあり方を反映し、多くの方々

から強い共感を得るとともに高い評価をいただきました。

また、若者から中高年まで実に幅広い年代の方々が来場され、加えて海外からのお客様も増え、前回にも増して

様々な層の皆様にお越しいただきました。横浜トリエンナーレが、国内外に広く認知されてきたのではないかと実感し

ております。

市民サポーターの活動も益々充実しました。横浜の街歩き情報を盛り込んだ冊子やスタンプラリーの配布、英語に

よる展覧会解説なども行い、現代アートに馴染みのない来場者を歓迎する献身的な活躍は、横浜トリエンナーレに

とって大きな支えになりました。

2020年、横浜トリエンナーレは誕生から20年の節目を迎えます。

横浜トリエンナーレが、日本を代表する現代アートの国際展として、同時代のアーティストが作り出す新しい表現を

身近に経験する機会を創出し、作品を通して世界や人間についての思いを深める機会となることを願っています。

最後になりますが、本トリエンナーレを実現するために、参加アーティスト、美術館、ギャラリー、ご所蔵者、ご協力並

びにご支援いただいた関係機関、企業、団体、個人のみなさまの多大なるお力添えをいただきました。ここに深く感謝

申し上げます。

ヨコハマトリエンナーレ２０１７ ディレクターズ
逢坂恵理子、三木あき子、柏木智雄

ヨコハマトリエンナーレ2017「島と星座とガラパゴス」開催概要

ディレクターズ：逢坂恵理子、三木あき子、柏木智雄
会 期：2017年8月4日（金）から11月5日（日）まで 開場日88日間
会 場：横浜美術館、横浜赤レンガ倉庫1号館、横浜市開港記念会館地下
主 催：横浜市、（公財）横浜市芸術文化振興財団、NHK、朝日新聞社、横浜トリエンナーレ組織委員会

来場者数約26万人

【問い合わせ先 】ヨコハマトリエンナーレ2017広報事務局（株式会社プラップジャパン：桑間、横澤）

E-MAIL : pr_yokotori2017@ml.prap.co.jp TEL 050-5243-8863 (03-4580-9110)

【横浜トリエンナーレ組織委員会 お問い合わせ先】担当：西山、高橋

E-MAIL：press@yokohamatriennale.jp         TEL 045-663-7232  (平日10:00～18:00 第2・4木曜日を除く)


